
インドネシアの
看護師・介護士
候補者たちはいま・・・

マイスターネット第３９回(2009/9/5)　　　　赤井喜久枝



第一陣が日本へ到着

看護師候補者

介護士候補者

107名

101名

→看護大学卒かつ２年以上の実務経験者

→看護の学歴または他分野の専門学校卒
→出国前に介護研修を受ける必要あり

２００８年８月、インドネシアから２０８名が来日
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来日の背景・目的

ＥＰＡ（経済連携協定）の人事交流

インドネシア国内の労働力の飽和

日本の看護・介護現場の「人手不足」

→両国の友好的な関係をふまえて締結

→看護師の同国内の就職率は約４割

→要介護者が増大する中で現場からは悲鳴が
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就労先決定のながれ

１　 インドネシア国内で筆記試験・面接

２　 コンピュータによる「マッチング」

→ＥＰＡ（経済連携協定）の下で日本政府が支援
→「国際厚生事業団」によるあっせん事業

→受入施設と来日候補者の双方の希望を参考に
→就労先施設を選び出す。不成立の場合もある。

３　 就労先施設と直接雇用契約を結ぶ

→雇用関係は候補者と施設間で直接生じる



日本での雇用条件

日本語研修

病院・施設にて
就労＋学習

国家試験受験

６ヶ月間
各地の研修施設等で

働きながら同時に日本語
学習・試験対策を進める

３～４年
以内に 合格

不合格 ＝帰国



国家試験の難しさ

看護師の例

（問）成人の腸骨骨髄穿刺で適切なのはどれか

　　　　１．穿刺は半座位で腕を挙上する
　　　　２．局所麻酔により骨痛は生じない
　　　　３．骨髄の吸引中は息を止める
　　　　４．穿刺後は止血するまで安静にする

「穿刺」＝せんし
病気に対する検査や治療の目的で体内に針をさすこと



国家試験の難しさ

介護福祉士の例

（問）次のＡ～Ｄで正しいものはどれか。
Ａ．日本介護福祉会倫理綱領において、介護福祉士は、
　　自己の実施した介護福祉サービスについて、常に専
　　門職として責任を負うとしている。
Ｂ．自己決定が困難な認知症高齢者の場合、介護従事者
　　の意思決定が優先される。
Ｃ．介護福祉士は、在宅における終末期のケアに参加す
　　ることはない。
Ｄ．介護福祉士は、身体上または精神上の障害がある人
　　に対して福祉に関する相談援助を中心に行う。



「ガルーダ・サポーターズ」発足会



マウラニさんの訴え

この制度は、候補者
と受入側双方にとっ
て非常に無理がある。

このようなＥＰＡが存
在すること自体に怒り
を感じる。

冷静に現実問題を受け止める姿に
会場は凍りついた──

政府に改善を求めたい







就労アンケート調査より

嬉しかったこと

・日本人は親切、やさしい
・住まいは清潔で快適

困っていること

・日本語が難しい。特に漢字や方言。
・給与が条件通りでない。明細が読めない。
・生活が大変。寒さや物価の高さなど。
・気候が合わず体調を崩した
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今後の受入計画

インドネシアから最大７９２名

受入施設側からの受入希望数
はこの３分の１にとどまる

計画

実際

原因 日本語教育の手間と費用負担

改善 日本語教育６ヶ月のうち、４ヶ月
はインドネシア国内で済ませる



制度の問題点と課題

日本語研修の難しさ

「看護観」の違い

生活・習慣・宗教

国家試験合格？

日本の介護現場

共通のカリキュラムがない

「介護」の概念がない国

体調や心の問題に繋がる

試験対策の改善が必要

賃金や労働条件の改善

まだ試行錯誤の段階なので、積極的な改善に期待



終


